


Welfare
障害者福祉事業予算の内訳

委託料　68,566

補助金　10,930

扶助費　993,271

（単位　千円） 

障
害
児
福
祉
手
当

補
装
具
の
交
付
・
修
理

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

障
害
者
福
祉
に
お
け
る
支
出
は
、
大

き
く
次
の
3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
 

①
委
託
料
 

福
祉
事
業
の
運
営
を
委
託
す
る
た
め

の
費
用
 

②
補
助
金
 

福
祉
事
業
の
運
営
を
補
助
す
る
た
め

の
費
用
 

③
扶
助
費
 

住
民（
障
が
い
者
）の
生
活
を
助
け
る

た
め
の
費
用
 

事
業
に
必
要
な
予
算
は
国
の
負
担
、

県
の
負
担
、
お
よ
び
市
の
負
担
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
業
に
よ
っ
て
は
、

市
が
独
自
で
上
乗
せ
、
ま
た
は
単
独
で

行
っ
て
い
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

  
予
算
額 

4
億
8
4
6
0
万
4
0
0
0
円
 

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く
次
の
3

つ
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

〈
訪
問
系
〉
 

在
宅
の
障
が
い
者
の
お
宅
に
訪
問
し

て
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
居
宅
介
護
 

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）な
ど
の
ほ
か
、
重
度

訪
問
介
護
、
行
動
援
護
、
児
童
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
短
期
入
所
等
が
あ
り
ま
す
。
 

  

〈
日
中
活
動
系
〉
 

在
宅
の
障
が
い
者
で
、
日
中
、
医
療

支
援
が
必
要
な
方
や
、
入
浴
な
ど
生
活

介
護
が
必
要
な
場
合
、
医
療
機
関
・
福

祉
施
設
等
で
過
ご
す
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
 

そ
の
ほ
か
、
授
産
施
設
や
更
生
施
設

で
の
訓
練
、
就
労
移
行
訓
練
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
 

〈
居
住
系
〉
 

一
般
の
在
宅
居
住
が
困
難
で
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
生
活

が
必
要
な
方
や
、
施
設
な
ど
で
生
活
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
方
の
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
 

対
象
者
は
、自
立
支
援
法
に
お
い
て
、

非
該
当
か
軽
度
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
な
い
と
判
定
さ
れ
た
方
の
う
ち
、

福
祉
上
や
む
を
え
な
い
諸
事
情
で
こ
の

事
業
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
な
ど
で
 

す
。
 

※
ほ
か
に
も
、
市
独
自
の
事
業
と
し
 

て
、
必
要
な
方
に
「
障
害
者
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

              

  
予
算
額 

3
億
4
0
3
3
万
2
0
0
0
円
 

重
度
の
障
が
い
者
が
病
院
な
ど
で
保

険
診
療
を
受
け
た
時
の
、
医
療
費
の
自

己
負
担（
各
保
険
の
付
加
給
付
金
や
高

額
医
療
費
・
食
事
療
養
費
は
除
く
）分
 

を
、
窓
口
無
料
化
に
よ
っ
て
助
成
す
る

事
業
で
す
。
 

※
県
外
医
療
や
針
灸
、
未
就
学
児
の
食

事
療
養
費
な
ど
、
一
部
医
療
は
償
還

払
い（
要
申
請
）と
な
り
ま
す
。
 

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

  ○
更
生
医
療
 

　
予
算
額
　
6
8
6
2
万
円
 

18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
が
受

け
る
、
現
在
あ
る
障
が
い
を
軽
減（
ま

た
は
現
状
維
持
）す
る
た
め
の
医
療

費
で
す
。
 

○
精
神
通
院
医
療
 

　
予
算
　
国
県
支
出
金
よ
り
支
給
 

精
神
の
障
が
い
に
よ
り
、
通
院
に

よ
る
医
療
行
為
が
必
要
な
方
の
た
め

の
医
療
費
で
す
。
 

 
 予

算
額
　
1
6
0
0
万
円
 

身
体
的
欠
損
や
機
能
障
が
い
を
補
う

た
め
の
補
装
具
購
入
費
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。
 

た
だ
し
、
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま

す
の
で
給
付
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
 

す
。
 

※
市
民
税
課
税
額
に
よ
り
制
限
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 予

算
額
　
7
3
6
万
4
0
0
0
円
 

在
宅
の
重
度
障
が
い
者
に
、
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
に
タ
ク
シ
ー
券
を

発
行
し
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
す

る
事
業
で
す
。
 

「
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー

券
」
と
、
「
単
独
事
業
と
な
る
笛
吹
市

社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」
の
2
種
の
タ

ク
シ
ー
券（
ひ
と
月
あ
た
り
各
2
枚
づ

つ
）を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

※
「
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」
 

は
、
長
距
離
の
乗
車
で
も
使
い
や
す

い
よ
う
に
、
一
回
の
乗
車
に
何
枚
で

も
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

※
「
重
度
心
身
障
害
者（
児
）タ
ク
シ
ー
 

券
」
の
内
部
障
が
い
者
へ
の
交
付
と
 

「
笛
吹
市
社
会
参
加
タ
ク
シ
ー
券
」

の
交
付
は
、
市
が
独
自
で
行
っ
て
い

ま
す
。
 

 
 予

算
額
　
1
6
0
万
円
 

下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
に
障
が
い
が

あ
り
、
車
い
す
を
常
時
使
用
す
る
在
宅

の
重
度
身
体
障
が
い
者
を
介
助
す
る
た

め
の
リ
フ
ト
付
自
動
車
購
入
費
を
助
成

す
る
事
業
で
す
。
 

  
予
算
　
国
県
支
出
金
か
ら
支
給
 

20
歳
未
満
の
在
宅
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）を
扶
養
し
て
い
る
方
へ
の
手
当
で

す
。
 

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 予

算
額
　
2
2
7
8
万
3
0
0
0
円
 

20
歳
以
上
で
、
身
体
ま
た
は
精
神
に

重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障
が
い
が

あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
障
が
い
者
へ
の
手
当
で
す
。
 

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

 
 予

算
額
　
8
9
7
万
4
0
0
0
円
 

20
歳
未
満
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
・

精
神
に
重
複
障
が
い
な
ど
、
著
し
い
障

が
い
が
あ
り
、
常
に
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
在
宅
の
障
が
い
児
へ
の
手
当

で
す
。
 

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
 

※
3
歳
未
満
の
場
合
は
、
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
。
 

 
 予

算
額
　
1
億
2
2
4
9
万
円
 

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
で
生

活
し
て
い
く
た
め
の
支
援
を
行
う
も
の
 

で
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
や
地
域
活

動
を
支
援
し
て
い
く
事
業
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
市
の
予
算
で
行
う
事
業
以

外
に
も
、
障
が
い
者
の
福
祉
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
次
の
事
業
に
つ
い
て
の
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
以
外
に
も
ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

 
○
重
度
の
障
が
い
者
が
暮
ら
す
た
め
の

家
屋
の
改
修
 

 ○
遷
延（
せ
ん
え
ん
）性
意
識
障
害
者
紙

お
む
つ
助
成
 

（
遷
延
性
意
識
障
害
と
は
、
疾
病
ま

た
は
事
故
に
よ
り
、
食
事
が
で
き
な
 

い
・
寝
た
き
り
・
最
重
度
の
意
識
障

が
い
の
状
態
が
３
ヵ
月
以
上
続
い
た

状
態
の
こ
と
）
 

 ○
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
相
談
 

 ○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
の
相
談
 

 ○
自
動
車
燃
料
費
助
成
の
相
談
 

 ○
そ
の
ほ
か
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
こ

と
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
、
市
で
は
、
各
種
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障
害
者
福

祉
事
業
の
紹
介
と
市
の
予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

生活訓練事業の機能訓練

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

自
立
支
援
医
療
制
度

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

介
助
用
自
動
車
購
入
助
成

特
別
児
童
扶
養
手
当

地
域
生
活
支
援
事
業

特
別
障
害
者
手
当
等



窓口

国
民
健
康
保
険

年
　
金

高
齢
者

医
 
療

取　扱　業　務
①国民健康保険資格取得届の受付（職場の健康保険
を脱退した時）　　　　　　※保険証は後日郵送 
②国民健康保険喪失届の受付 
　（職場の健康保険に入った時） 
③保険証の再交付 
④各種申請書の受付 
①保険料徴収・収納 
②納付書再発行 
③各種申請書の受付 
①免除申請受付 
②年金資格取得・喪失の仮受付 
※資格取得・喪失については、休日は社会保険庁へ
の照会ができませんので、仮受付になります。 

印かん・職場の健康保険をやめたことが分かる
証明（退職証明など） 

印かん・国民健康保険の保険証・職場の保険証 
 
印かん 
印かん 
 
印かん 
 
 

印かん・年金手帳 
 
 

持　ち　物

地　域 日　　　時

11月10日（火） 

11月12日（木） 

11月16日（月） 

11月17日（火） 

11月18日（水） 

11月19日（木） 

場　　　所

いちのみや桃の里ふれあい文化館 

境川総合会館 

スコレーセンター 

御坂農村環境改善センター 

八代総合会館 

春日居あぐり情報ステーション 

午後7時30分から 

一 宮 町

境 川 町

石 和 町

御 坂 町

八 代 町

春 日 居 町

※芦川町については、開催日程・テーマなど調整中です。 

■募集期間　　11月2日（月）～20日（金）　午前9時～午後5時 
　　　　　　　期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。 
■申込方法　　規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。そ
　　　　　　　の際には、必ず「講座番号と講座名」の記入をお願いします。申込書は、各支所や市内図
　　　　　　　書館窓口などに置いてあります。また、このページのコピーもご利用いただけます。 
　○持参、郵送の場合　「笛吹市教育委員会 生涯学習課」または「各支所地域課（芦川支所は地域住民課）」窓口 
　　　　　　　　　　　（閉庁日、休館日を除きます） 
　○ファックスの場合　「笛吹市教育委員会 生涯学習課 生涯学習担当」 
■申込・問合せ先　　〒406-0031　笛吹市石和町市部809－1　笛吹市役所南館内 
　　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会　生涯学習課　生涯学習担当 
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 055（261）3339　　　FAX 055（261）3340 
■その他　　○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座
　　　　　　　もありますので講座のご案内をご確認ください。 
　　　　　　○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先と
　　　　　　　なります。 
　　　　　　○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認くだ
　　　　　　　さい。 
　　　　　　○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講者には、先に費用
　　　　　　　を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込んでく
　　　　　　　ださい。（1,000円未満は除く） 
　　　　　　○受講者の都合で受講できなくなった場合は、負担金の返金はできません。なお、主催者の
　　　　　　　都合で講座が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。 
　　　　　　○希望者が一定の数に達しない場合などには、講座を取りやめることもあります。 

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高いレベ
　ルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、施設使用料が一定の期間
　助成され、講座を継続できる場合もあります。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご
　相談ください。 

　教育委員会では、生涯学習機会の充実を目指して市民講座を開講します。皆さんのお申し込みをお待ち
しています。 

〒

電話番号

ふりがな

申込者氏名

希望する
講座番号 講　座　名

希望する
講座番号 講　座　名

住　　所

生年月日 　年　  月　  日大・昭・平 男 ・ 女

市
で
計
画
し
て
い
る
大
型
施
設
整
備

構
想
、
合
併
時
か
ら
懸
案
と
な
っ
て
い

る
旧
石
和
地
域
の
み
に
賦
課
さ
れ
て
い

る
都
市
計
画
税
の
あ
り
方
、
市
の
財
政

状
況
な
ど
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

説
明
し
、
意
見
を
交
換
す
る
た
め
に
、

市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
 

参
加
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
あ
な
た

の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
居
住
地
域
以
外
の
会
場
へ
の
参
加
も

可
能
で
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

経
営
政
策
部
　
経
営
企
画
課
 

広
聴
広
報
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

日曜窓口において、国民健康保険課の一部業務の取り扱いを開始しました。 
■開設日時　月末の日曜窓口開庁日（12月29日から1月3日を除く）　 
　　　　　午前8時30分～12時　午後1時～5時30分 
※川中島合戦戦国絵巻など、庁舎前で大きなイベントが開催される日は、閉庁する場合があります。 
■開設場所　市役所本庁舎 
■取扱業務　取り扱いは一部の業務のみですので、業務内容を確認してからお越しください。 
　　　　　なお、ご不明な点は、平日にお問い合わせください。 

■問合せ先　市民環境部　国民健康保険課　☎055（262）4111

※住民票の異動に伴う手続きはできません。 

開　　　催　　　日　　　程
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日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講座

講座 講座

講座 講座

講座 講座

講座 講座

講師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

定 員  

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講 師  
日 時  

定 員  

会 場  
受講料 

定 員  講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

講 師  

日 時  

定 員  

会 場  受講料 

定 員  

定 員  

講 師  
日 時  

会 場  
受講料 

講 師  

日 時  

会 場  

定 員  

講 師  
日 時  

会 場  
受講料 

パッチワーク教室

石川睦代 先生

平成22年2月 26 日（金）、3月 2日（火）・5日
（金）・9日（火）・12 日（金）　
午後1時～3時

八代総合会館

20人

3,500円

オリジナルトートバッグを手作りしてみませんか。今
回は、カントリー調の多目的に使えるトートバッグで
す。※受講料のほかに、糸代金がかかります。

石和町文化協会きり絵部員

平成22年1月 27 日、2月 10 日・24 日、3月 10 日
・24 日（各水曜日）　午後7時～9時
スコレーパリオ

10人

無料

きり絵は、1枚 の黒い紙をカッターナイフだけで切っ
て絵にしていく極めてシンプルな絵画技法です。皆さ
んも楽しく体験してみませんか。さあ、カッターナイフ
とマットを準備したら、あなたもきり絵に挑戦です。

小野まさ美 先生、水村和惠 先生

平成22年1月 13 日・20 日・27 日、2月 3日・
10 日（各水曜日）午前10時～11時30分

スコレーパリオ

20人

3,500円

環境と人に優しいオーガニックの毛糸で簡単に編める
バラのモチーフのマフラーと、両かぎ針で一気に編み
上げるＷ編みのリバーシブルの帽子を作ります。
※生涯学習課で作品見本を展示しています。

御坂町文化協会版画部員

平成22年1月 7日・14 日・21 日・28 日、2月 4日
（各木曜日）
午後1時30分～3時30分

学びの杜みさか

15人

500円

誰でも、楽しく簡単にできる木版画です。和紙と木で
温かみのある作品を仕上げてみませんか。

中山ちひろ 先生

日時：平成22年2月 2日・9日・16 日（各火曜日）
午前10時～11時30分
学びの杜みさか

10人

2,000円

初心者を対象に基礎から学ぶ教室です。身近に置い
て使える物に楽しく絵を描いてみましょう！気軽にご参
加ください。

八代町文化協会美術部員

平成22年1月 16 日・23 日・30 日、2月 6日・13
日（各土曜日）
午後7時～8時30分

若彦路ふれあいセンター

10人

無料

初心者を対象にした水彩画の基礎を学んでみません
か。

森林公園金川の森スタッフ

2月 8日(月）　午前9時30分～12時

森林公園金川の森管理事務所

15人

800円

小イスを作ります。花台あるいは、踏み台、スローステ
ップ台など、使い道はあなたのアイディア次第です。

境川町文化協会絵手紙部員

平成22年1月 29 日、2月 5日・12 日
（各金曜日）　午後1時30分～3時30分

境川総合会館

15人

500円

絵手紙とは、絵のある手紙です。今はメールやパソコ
ンの時代ですが、手書きの言葉は生の感動を伝えてく
れます。そんな手紙ならではの喜びを伝える楽しさを
味わってみませんか。消しゴム印も手作りします。

井上香代子 先生

平成22年1月 20 日・27 日、2月 3日・10 日、
3月 3日（各水曜日）
午後1時30分～3時

スコレーパリオ

24人

2，000円

食器や花器など、身の回りの器を作ります。初心者向
けの講座です。

八代町文化協会フラワーデザイン部員　

平成22年1月 9日・23 日、2月 6日・20 日
（各土曜日）　午後7時30分～9時30分
若彦路ふれあいセンター

10人

8,000円

様々な形、色合いなどを学びながら、自分のセンス、発
想で四季の花を生けてみましょう。

初心者きり絵教室

初心者版画教室 オーガニック毛糸の小物と初めてのＷ編み

トールペイント教室初心者水彩画教室

木工教室「小イス作り」初心者絵手紙教室

初級陶芸教室初心者フラワーデザイン教室

初心者かんたん生け花教室

石和町文化協会華道部員

平成22年1月 22 日・29 日、2月 5日・12 日・19
日（各金曜日）
午後2時～3時30分

スコレーパリオ

15人

5,000円

誰でも簡単に、楽しみながら花を生けられるようにな
る講座です。すぐに飾れるように、かわいい花器付き
です。

10人

「山野草って何？」と思っている方、「山野草」に興味
のある方、植替・植込・手入れの仕方を一緒に学びまし
ょう。一回ずつ違う山野草を植え込みます。

御坂町文化協会書道部員

平成22年1月 23 日、2月 6日・20 日、3月 6日・
20 日（各土曜日）
午後1時30分～3時30分

御坂農村環境改善センター

15人

2,700円

楷書、行書、草書、かな等の基礎から作品の仕上げま
で学びます。「書くこと」、「作品を作ること」の楽しさ
を味わってみませんか。

一宮町文化協会水石部員
平成22年3月 3日・10 日（各水曜日）
※雨天の場合は19 日（金）
午前7時50分　い ちのみや桃の里スポーツ公園
駐車場集合　午後5時30分解散予定
早川町河川、梓川河川（長野県松本市）

20人

1,000円

初心者・経験者を問わず、自然の河川に出て、山水景
状を想像できる「石」との出会いを楽しみましょう。

小川一三 先生
平成22年2月 18 日（木）
午前9時～午後3時
いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

2，000円

乾燥した冬の天候は燻製（くんせい）作りに最適です。ウィンナ
ーソーセージを皆さんと一緒に作りましょう。手作りの安全で安
心なソーセージは、食べたら忘れられないおいしさで感激です。

石和町文化協会茶道部員

平成22年2月 13 日（土）・20 日（土）・28 日
（日）、3月 6日（土）・13 日（土）
午後1時30分～3時30分

スコレーセンター

10人

1，500円

茶の湯についてのお話を聞きながら、お茶のたて方、
お菓子のいただき方、お茶を通じてのもてなしの作法
などを学びます。

青木雅子 先生

平成22年2月 9日・16 日・23 日（各火曜日）
午後7時～8時30分
スコレーセンター

20人

3,000円

今や、料理も男の時代!!おかずにも、酒の肴（さかな）
にもなる簡単でおいしい料理を覚えましょう。

御坂町文化協会茶道部員

平成22年1月 14 日・28 日、2月 4日・18 日、
3月 4日（各木曜日）
午後1時～3時

御坂農村環境改善センター

15人

1,000円

初心者でも簡単に覚えることのできる「盆略手前」を
学びます。併せて薄茶のいただき方も習います。

森林公園金川の森スタッフ

平成22年3月 9日（火）
午後1時30分か ら

森林公園金川の森管理事務所

20人

800円

地元産の原木を使いシイタケの植菌を体験してみま
せんか？原木栽培のキノコは天然キノコに匹敵する風
味と味わいがあるそうです。1人2本 のお持ち帰りキ
ノコ付きです。

講師  一宮町文化協会茶道部員
日時  平成22年2月 5日・12 日・19 日・26 日、3月 5日

（各金曜日）　午後7時～8時30分
会場  いちのみや桃の里ふれあい文化館

15人

受講料 1,000円

畳(和室)で過ごし、おいしい和菓子と抹茶をいただき
ながら、茶道の基本マナーに触れます。

初心者山野草教室

（水石）探石教室 初心者書道教室

燻製ソーセージ体験教室茶の湯を体験しましょう

「男の料理」教室初心者茶道教室

椎茸植菌体験教室初心者茶道マナー教室

八代町文化協会盆栽部員
平成22年2月 28 日、3月 7日・14 日（各日曜日）
午後1時30分～3時30分
若彦路ふれあいセンター
5,400円
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初心者煎茶道教室

境川町文化協会煎茶道部員

平成22年1月 19 日・26 日、2月 2日・9日・16 日
（各火曜日）
午前10時～12時

境川総合会館

10人

500円

玉露のおいしいお茶を楽しみましよう。おいしいお茶
をいれるための手順から、お手前へと煎茶道の世界を
のぞいてみましょう。

八代町文化協会ダンス部員

平成22年1月 31 日・2月 7日・14 日・21 日・28
日（各日曜日）　
午後7時30分～9時30分

八代総合会館

15人

無料

初心者を対象に、初歩的なステップを学びます。ダン
スに興味がある、一度体験してみたい、そんな方にお
勧めです。

八代町文化協会将棋部員

平成22年1月 16 日・23 日・30 日、2月 6日・13
日（各土曜日）
午前10時～12時

八代総合会館

15人

無料

将棋を始めたい方、興味がある方など、初心者を対象
とした講座です。

八代町文化協会舞踊部員

平成22年1月 21 日(木)・28 日(木)、2月 12 日
(金)・20 日(土)、3月 2日(火)　
午後7時30分～9時30分

八代総合会館

15人

無料

これから何か趣味を見つけたいと思っている方、民
謡・舞踊に興味のある方、どなたでも大歓迎！！最初に
山梨の民謡武田節から始めましょう。

早川真白 先生

平成22年2月 3日・10 日・17 日・24 日（各水曜
日）　午前10時～11時30分
いちのみや桃の里ふれあい文化館

20人

無料

深い呼吸と基本のヨガで体のすみずみに酸素を取り
込み、リラックスしてストレス解消と心地よいストレッ
チをしましょう。

石和町文化協会コーラス部員

平成22年1月 19 日、2月 2日・9日・16 日・23 日
（各火曜日）　
午後7時30分～9時30分

スコレーセンター

20人

150円

懐かしい歌、新しい歌を中心に歌い合わせ美しい声の
出し方を学び、楽しい健康づくりを同時に行います。

半田美恵子 先生

平成22年1月 19 日・26 日、2月 2日・9日・16 日
・23 日（各火曜日）　午前10時～12時

働く婦人の家 （八代町）

30人

無料

日常よく見かける道具や小物を使って運動を行いま
す。今回は「タイツ」を使ったエクササイズを行いま
す。80 デニール（厚さ）のタイツを1足持参してくだ
さい。

石和町文化協会三味線部員

平成22年1月 15 日・22 日、2月 5日・12 日・
19 日（各金曜日）　午後7時30分～9時30分
スコレーセンター

10人

受講料 6,800円 （三味線レンタル料ほか）※三味線をお持ち
の方は、レンタル料（4,000円程度 ）はかかりません。

初心者向け三味線講座です。音の出し方から簡単な曲
が弾けるように指導します。三味線はレンタルします。

石和町文化協会スコレーダンス部員

平成22年2月 18 日、3月 4日・11 日・18 日・
25 日（各木曜日）　午後7時30分～9時
スコレーセンター

20人

無料

初心者を対象に、社交ダンスの初歩的なステップを学
びます。

石和町文化協会マンドリンクラブ部員

平成22年2月 13 日・20 日、3月 6日・13 日・
20 日（各土曜日）　午後7時30分～9時30分
スコレーセンター

13人

200円

マンドリン、ギターに興味がある方向けの講座です。
それぞれの楽器の専門家が親切丁寧に指導します。
※マンドリンのみ、お持ちでない方にはお貸しします。

初心者ダンス教室

初心者舞踊教室 初心者将棋教室

リラクゼーション・ヨガ～美しい声を求めて～楽しい歌声教室

身近な道具で元気アップ講座初心者三味線教室

初心者のための社交ダンス教室初心者マンドリン・ギター教室

初心者 琴 教室

石和町文化協会邦楽部員

平成22年1月 19 日、2月 2日・9日・16 日・23 日
（各火曜日）
午後7時30分～9時30分

スコレーセンター

10人

1，000円

日本の伝統的な楽器である「琴」に触れ、その音色の
魅力を知る講座です。基礎的な弾き方を学びます。
※琴をお持ちでない方には、お貸しします。

大隅清陽 先生（山梨大学）
平山優 先生（県立博物館）
高橋修 先生（県立博物館）

平成22年1月 24 日、2月 28 日、3月 7日（各日曜
日）　午後1時30分～3時

学びの杜みさか

50人

無料

ふえふきってどんなところなのでしょうか。実は市内
にはたくさんの歴史遺産が残っています。その笛吹市
の魅力について、歴史分野でさまざまな研究をしてい
る第一人者の方々にお話ししてもらいます。今回は古
代、中世、近世です。

山田桂子 先生

平成22年1月 21 日、2月 4日・18 日（各木曜日）
午後2時～4時

境川総合会館

30人

無料

表現力、円滑なコミュニケーション能力は、重要な要
素です。これを磨くことにより社会でより円滑な関係
をつくることのできる能力を身に付けましょう。

福田正人 先生、森屋雅幸 先生

平成22年2月 4日（木）
午前7時30分　 スコレーセンター南側駐車場集合出発　　　
午後3時30分　解散予定

大月・都留市内

20人

無料

山梨県に点在する戦争遺跡を巡り、今を生きる私たち
にできることを考えます。
今回は、大月市と都留市を訪ねます。

市ごみ減量課職員

平成22年3月 5日（金）
午後2時～3時30分

働く婦人の家（八代町）

30人

無料

市では5年間で「ごみ減量53 ％」を目指しています。
分ければ資源、混ぜればごみ。さあ！みなさんでやって
みましょう！一番身近なごみ処理方法・環境状況・ごみ
処理施設について学習しましょう。

美術館員

平成22年3月 17 日（水）
午前9時　スコレーセンター南側駐車場集合出発
午後4時　解散予定

平山郁夫シルクロード美術館

20人

2,000円 （食事代、入館料）

平山郁夫画伯の作品と彼が収集した多くの美術品に
ふれ、時空を超えシルクロードの世界を旅してみまし
ょう。

シリーズ笛吹学～ふえふきってどんなとこ？

「山梨の戦争遺跡」を訪ねる Vol.3 表情美学講座

めざせ！ごみ減量53％北杜市・平山郁夫シルクロード美術館見学
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を
獲
得
し
ま
し
た
。
 

 
■
日
時
　

11
月
14
日（
土
）
 

午
後
7
時
30
分
か
ら
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
 

館
 

■
演
題

「
片
足
切
断
か
ら
の
復
活
」
 

■
入
場
料
　
無
料
 

 ■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9
 

 



部品を製造する機械

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

サンフーズ株式会社（御坂町金川原） 株式会社 信栄（御坂町成田）

昭和4年創業以来、長年にわたり培ってきたノ
ウハウと技術を基礎に、開発・設計・加工・組
立にいたる一貫生産体制で、エンジニアリング
プラスチック製品をはじめとするさまざまな製
品を、国内5カ所、海外11カ所（マレーシア・タイ・
ベトナム・中国・アメリカ）の製造拠点からお届
けしています。 
 
国内外での人材育成、海外拠点の整備、地球
環境への配慮を通して、人材・技術力・生産体制、
そのすべてに磨きをかけます。 

昭和52年に創業しました。地元山梨の桃・ブ
ドウ、隣県のみかん・リンゴ
などをしぼり、果物の旬が入
れ替わる端境期には、輸入の
パイン・レモンなどの果実加
工を行っています。こだわりの桃・巨峰などの
ジュースはご好評いただいています。 
 
農家と連携を深め、消費者に信頼される高品
質な製品作りを通じ、地元果実の評価向上に努
めます。 

昭和48年創業以来、機械部品の製造・販売を
行っています。昭和53年12月
には、成田工場と事務所を新
築し、黄銅（銅と亜鉛との合金）
材料を主とした熱間鍛造（加
熱し、プレス加工すること）
と高圧ガス（LPG）関係のバルブを製造しています。 
 
環境保全に配慮し、安全でより質の高い製品、
社会に信頼され安心して使用できる製品を、一
貫して提供できることを目指しています。 

高畑精工株式会社（境川町前間田）

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

企業から一言企業から一言 企業から一言企業から一言

企業から一言企業から一言

昭和23年7月創立以来、61年間に渡りプラスチ
ック製造に携わってきまし
た。音楽やITの影の必需品
であるCDやDVDなどのメ
ディアケースを中心に製造
しています。ISO14001・9001を取得し、「環境
にやさしい確かな品質」を目指しています。 
 
常識を捨て、創造力・応用力・行動力で、地域・
お客様に喜んでいただける会社であり続けたい
です。 

株式会社立沢化成（御坂町金川原）

企業から一言企業から一言

市
制
施
行
5
周
年
を
記
念
し
、
よ
り

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
「
広
報

ふ
え
ふ
き
」
を
目
指
し
て
、
表
紙
の
新

し
い
題
字
を
募
集
し
ま
す
。
 

1
作
品
を
選
び
、
平
成
22
年
5
月
号

か
ら
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

採
用
者
に
は
記
念
品
も
あ
り
ま
す
の
 

で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

■
募
集
期
間
　
　

11
月
2
日（
月
）〜
30
日（
月
） 

■
募
集
要
件

①
市
民
で
あ
る
こ
と
　
②
文
字
は
、
横

書
き
・
ひ
ら
が
な
で
「
ふ
え
ふ
き
」
 

③
応
募
用
紙
1
枚
に
つ
き
1
作
品
 

■
応
募
方
法
　
　

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
持
参
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
配
布
場
所

応
募
用
紙
は
、
経
営
企
画
課
ま
た

は
各
支
所
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
 

■
応
募
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
 

笛
吹
市
役
所
　
経
営
政
策
部
 

経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

電
子
メ
ー
ル
 

k
oh
o-d
@
city
.fu
efu
k
i.lg
.jp
 

 

市
で
は
、
平
成
22
年
度（
中
間
年
）に

市
が
発
注
す
る
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
■
登
録
申
請
区
分

①
建
設
工
事
 

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
 

③
物
品
・
役
務
 

○
申
請
の
基
準
日
 

平
成
22
年
1
月
1
日（
金
）
 

○
登
録
の
有
効
期
間
 

平
成
22
年
4
月
1
日（
木
）〜
平
成
23

年
3
月
31
日（
木
）
 

■
申
請
方
法

　
笛
吹
市
独
自
の
様
式
に
よ
る
提
出

書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

管
財
課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
申
請
は
持
参
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
 

■
受
付
期
間

平
成
22
年
1
月
6
日（
水
）〜
15
日（
金
） 

午
前
9
時
〜
12
時
・
午
後
1
時
〜
4

時
 

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

■
受
付
場
所
・
問
合
せ
先

総
務
部
　
管
財
課
　
契
約
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 
 
 
 
 
 
 

 

市
で
は
、
急
激
な
経
済
情
勢
の
影
響

を
受
け
て
、
売
上
高
な
ど
が
減
少
し
て

い
る
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
の
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
緊
急
に
事
業
資
金

の
融
資
を
受
け
た
場
合
に
、
利
子
補
給

を
行
う
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

制
度
の
申
請
受
付
を
、
笛
吹
市
商
工

会
で
行
い
ま
す
。（
同
商
工
会
会
員
で

な
く
て
も
、
制
度
利
用
の
要
件
を
満
た

せ
ば
申
請
可
）
 

制
度
を
利
用
し
た
い
方
は
、
受
付
期

間
厳
守
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
制
度
の
概
要

■
対
象

中
小
企
業
基
本
法
第
2
条
に
規
定
さ

れ
る
「
中
小
企
業
者
」
 

■
制
度
利
用
の
要
件

①
市
内
に
1
年
以
上
事
務
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
 

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
 

■
利
子
補
給
率

50
％
以
内（
基
準
日
に
お
け
る
当
該

期
間
の
支
払
い
利
子
に
つ
い
て
）
 

■
利
子
補
給
期
間

　
3
年
間
 

■
年
間
支
払
い
限
度
額

10
万
円
 

■
利
子
補
給
の
対
象
借
入
期
間

平
成
20
年
11
月
1
日
〜
平
成
21
年
10

月
31
日
 

 
■
利
子
補
給
金
基
準
日

毎
年
10
月
末
日
 

 
■
利
子
補
給
対
象
融
資
資
金

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
資
金（
マ
ル
経

融
資
）
 

②
商
工
貯
蓄
共
済
資
金
 

③
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
 

④
ス
イ
フ
ト
5
0
0
 

 
■
申
込
方
法

　
笛
吹
市
商
工
会
で
配
布
す
る
申
請

用
紙
に
記
入
し
て
、
笛
吹
市
商
工
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
受
付
期
間（
厳
守
）

11
月
2
日（
月
）〜
30
日（
月
）
 

 
■
問
合
せ
先

・
産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課
 

商
工
労
働
担
当
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

・
笛
吹
市
商
工
会
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
8
1
1
 

 



C ・ I ・ T ・ Y F U E F U K I  

石和本陣跡（後藤家）

吹ちゃん笛ちゃん

これからの推進活動が 
楽しみね～ 

いろいろな体験が 
できたんだね 

8月29日、男女共同参画推進委員17人が、国立女性
教育会館（通称ヌエック）で開催された「男女共同参画
のための研究と実践の交流フォーラム」に参加しました。
推進委員が開いたワークショップには、北は北海道洞
爺湖（とうやこ）町、南は沖縄県宜野湾（ぎのわん）市か
らの参加者もいて、大いに盛り上がりました。全国の
仲間と相互に学びあえた研修でした。 

　
笛
吹
市
指
定
史
跡
の
石
和
本
陣
跡
の
あ
る
石
和

町
市
部
は
、
江
戸
時
代
に
甲
州
街
道
の
宿
場（
し
ゅ

く
ば
）と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
 

　
宿
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、
公

的
な
機
能
を
果
た
す
機
関
が
ま
と
め
て
置
か
れ
、

宿
役
人（
し
ゅ
く
や
く
に
ん
）は
隔
年
交
代
で
9
人

が
勤
め
て
い
ま
し
た
。
 

　
宿
場
の
重
要
な
役
目
は
、
公
用
の
人
・
物
資
・

書
状
な
ど
を
人
馬
を
使
っ
て
次
の
宿
ま
で
無
事
に

搬
送
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
宿
役
人
は

住
民
を
組
織
し
て
、
旅
行
・
運
輸
・
宿
泊
を
担
当

さ
せ
た
の
で
す
。
宿
役
人
の
長
は
問
屋（
と
い
や
）、

補
佐
役
は
年
寄（
と
し
よ
り
）と
呼
ば
れ
、
石
和
に

は
そ
れ
ぞ
れ
問
屋
1
人
、
年
寄
3
人
が
い
ま
し
た
。
 

　
仲
町
に
入
っ
た
道
の
北
側
に
は
、
高
札
場（
こ
う

さ
つ
ば
）が
あ
り
ま
し
た
。
石
和
宿
に
は
、
仲
町
の

西
端
の
街
道
北
側
に
本
陣
一
軒
と
脇
本
陣
二
軒
が

あ
り
、
そ
の
す
ぐ
西
側
に
も
高
札
場
が
あ
り
ま
し
 

た
。
高
札
と
は
法
令
を
庶
民
に
知
ら
せ
る
「
公
示
」

の
方
法
の
一
つ
で
、
奈
良
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
 

が
、
特
に
、
江
戸
幕
府
は
制
度
化
し
て
、
厳
格
に

維
持
す
る
よ
う
努
力
し
ま
し
た
。
 

　
通
常
、
高
札
は
、
往
来
の
多
い
道
路
の
脇
、
町

の
出
入
り
口
や
中
心
部
、
関
所
や
橋
の
た
も
と
な

ど
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
所
を
高

札
場
と
言
い
ま
す
。
 

　
江
戸
時
代
の
本
陣
は
宿
場
の
宿
泊
所
で
、
大
 

名
・
旗
本
・
幕
府
役
人
・
勅
使（
ち
ょ
く
し
。
天
皇

の
使
い
の
こ
と
）な
ど
だ
け
に
使
用
が
許
さ
れ
、
宿

役
人
の
住
居
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
指
定
さ
れ
た
方
は
わ
ず
か
な
謝
礼
を
得

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
出
費
が
か
さ
ん
で
大

変
で
し
た
。
た
だ
、
名
字
帯
刀（
み
ょ
う
じ
た
い
と
 

う
）が
許
さ
れ
、
一
般
に
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
門
や

玄
関
を
構
え
る
こ
と
が
で
き
、
名
誉
な
こ
と
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
 

　
石
和
宿
の
本
陣
は
、
仲
町
の
甲
州
街
道
北
側
の

後
藤
家
で
、
間
口
は
十
一
間
と
い
う
広
い
も
の
で

し
た
。
宝
暦
11
（
1
7
6
1
）年
、
高
遠
城
主
内
藤

大
和
守（
た
か
と
お
じ
ょ
う
し
ゅ
な
い
と
う
や
ま
と

の
か
み
）が
江
戸
へ
の
参
勤
交
代
の
際
に
使
用
す
る

た
め
、
後
藤
甚
兵
衛（
じ
ん
べ
え
）に
本
陣
を
命
令

し
ま
し
た
。
 

　
明
治
3
年
に
は
、
明
治
政
府
が
本
陣
を
廃
止
し

ま
し
た
が
、
後
藤
家
で
は
、
屋
敷
を
旅
籠（
は
た
ご
。

旅
人
を
宿
泊
さ
せ
、
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
業

と
す
る
家
）と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。
明
治
13
年
の

石
和
大
火
で
建
物
は
消
失
し
、
今
で
は
土
蔵
一
棟

が
残
る
だ
け
で
す
が
、
後
藤
家
に
は
大
名
の
書
状

や
古
文
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
石
和
宿
の
住
人
と
そ
の
持
ち
馬
は
、
宿
役
人
の

部
下
で
あ
る
馬
指（
う
ま
さ
し
）に
よ
っ
て
集
め
ら
 

れ
、
馬
役
ま
た
人
足
を
勤
め
ま
し
た
。
彼
ら
の
多

く
は
農
民
で
し
た
が
、
ほ
か
に
医
師
、
鍛
冶
（
か
 

じ
）、
紺
屋（
こ
う
や
。
染
物
屋
の
こ
と
）、
大
工
、

桶（
お
け
）屋
、
畳
屋
、
髪
結
い（
か
み
ゆ
い
）な
ど

も
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
紺
屋
は
数
も
多
く
、
笛

吹
川
を
利
用
し
て
染
液
が
盛
ん
に
洗
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

　
助
郷（
す
け
ご
う
）と
言
っ
て
、
石
和
宿
近
隣
の
 

村
々
の
住
民
た
ち
も
労
務
に
か
り
出
さ
れ
、
早
朝
・

夜
間
か
ま
わ
ず
に
労
役
を
課
さ
れ
ま
し
た
。
報
酬

は
わ
ず
か
で
、
負
担
は
重
か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

ヌエックにありがとう 家庭部会　佐野英美 

国立女性教育会館への“はじめの一歩”は、「何かが
始まる」そんな予感がしました。参加したメンバーは、
“学習したい”、“知りたい”、そんな熱い思いを胸に、全
国からの仲間のワークショップに吸い込まれるように、
スイッチｏｎです。 
また、家庭部会で制作した歌「輝け チャチャチャ 
笛吹の未来」で“みんなそろって手をたたこう～♪”
とスタートした私たちのワークショップでの発表や意
見交換は、今後の推進活動に、一人一人が確実に大き
な二歩目を踏み出す勇気をもらいました。参画してよかっ
た。「明日から地域へ発信を！」と確認し、家路につき
ました。 

来年は一緒に行きましょう 職場部会　和泉正江 

「女性差別撤廃条約」――　皆さんは、この条約を
ご存知ですか。初めて聞いたこの条約の分科会に参加
させていただき、政治および経済に日本の女性が参画
している程度が、世界の中でいかに低い順位にあるか
を初めて知りました。 
また、私たちのワークショップに参加された人たち
の話を聞かせていただき、発表してよかったと思うと
同時に、もっともっと市内の多くの人たちに男女共同
参画について知ってもらい、推進していきたいと改め
て思いました。 

私たちの会話劇  市内でも発表させて！
地域部会　海野菊美 

埼玉県草加市自治基本条例の「市民提案ツー
ルを活かそう」というワークショップに参加
しました。ここではＮＰＯ法人「みんなの町
草の根ネットの会」が中心になり、ネットワー
クを張りめぐらして住みよい町づくりをする
ため、自治基本条例を制定しました。この会
は登録員制で、登録員であれば行政に提案で
きるというものです。しかし、まちづくりの
登録員が増えない、提案が少ないなどの運用
上の問題が出ており、さらなる啓発活動をし
ているとのことでした。 
私たち推進委員会が開催したワークショッ
プでは、「勇気を持って役員になろう」という
題目の会話劇を発表しました。会場からは笑
いもあり、とても有意義なものでした。これ
からの私たちの活動は、いかにして地域に踏
み出し、啓発活動をしていくかにかかってい
ます。私たちの会話劇を市内でも発表してい
きますので、地域の集まりなどありましたら、
ぜひ発表の場をご提供ください。 

フォーラムに参加した
推進委員

家庭部会のワークショップ



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

「ボランティアガイド笛吹」メンバーがご案内します 

第
3
回
す
ず
ら
ん
の
里

あ
し
が
わ
収
穫
祭

   芦
川
地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
活
性

化
の
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
農
山
 

（
ふ
る
）漁
村（
さ
と
）地
域
力
発
掘
支
援

モ
デ
ル
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
収
穫
祭
を

開
催
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
芦
川
町
の
農
産
物
を
利
用

し
た
加
工
品
や
新
鮮
な
野
菜
、
特
産
品

を
購
入
で
き
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
芦
川
町
へ
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

■
日
時
　

11
月
7
日（
土
）
　
 

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
 

※
雨
天
決
行
 

■
場
所
　

芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
特
設

会
場
　
　
　
　
 

※
加
工
品
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
 

で
、
品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
 

い
。
 

「
県
民
の
日
」
記
念
行
事

  11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
に
ち
な
 

み
、
各
種
催
し
を
開
催
し
ま
す
。
　
 

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
 

 
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、
多

数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
や

各
種
団
体
に
よ
る
活
動
内
容
の
発
表
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
笛
吹
市
か
ら
も
出

店
予
定
で
す
。
 

■
日
時

11
月
14
日（
土
）〜
15
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

■
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
 

 
県
有
施
設
の
無
料
開
放

県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
県
有
施
設
で
、
観
覧
 

料
・
入
館
料
な
ど
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

■
日
程
　
11
月
20
日（
金
）
 

 
笛
吹
市
内
施
設
の
無
料
開
放

八
田
家
書
院
ほ
か
 

※
日
程
、
そ
の
他
の
無
料
開
放
施
設
な

ど
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

■
問
合
せ
先

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行
委
員
会
事

務
局（
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参

画
課
内
）
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
3
5
0

文
化
財
巡
り
「
甲
斐
国
分
寺

跡
周
辺
を
あ
る
こ
う
！
」

  　
 

甲
斐
国
分
寺
跡
周
辺
に
あ
る
史
跡
・

石
造
物
な
ど
を
訪
ね
歩
き
な
が
ら
、「
ふ

る
さ
と
笛
吹
市
」
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
 

う
。
 

■
日
時

12
月
5
日（
土
）
 

受
付
　
午
前
8
時
45
分
か
ら
 

散
策
　
午
前
9
時
〜
12
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
集
合
場
所

甲
斐
国
分
寺
跡
北
側
駐
車
場
 

■
内
容
 
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
え
ふ
 

き
」
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
約
5
キ

ロ
の
道
を
散
策
し
ま
す
。
 

○
散
策
コ
ー
ス
 

甲
斐
国
分
寺
跡 

↓ 

国
分
寺 

↓ 

金

川
の
森
公
園（
経
塚（
き
ょ
う
づ
か
）

古
墳
な
ど
） 

↓ 

甲
斐
国
分
尼
寺（
こ

く
ぶ
ん
に
じ
）跡
 

■
定
員

約
50
人（
市
民
優
先
）
 

■
持
ち
物

飲
み
物
・
雨
具
・
履
き
な
れ
た
運
動

靴
 

■
申
込
締
切
　
11
月
16
日（
月
）
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
2

笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
in
八
代

   笛
吹
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、「
市

内
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
再
発

見
し
、
歩
い
て
健
康
づ
く
り
！
楽
し
い

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
！
」
を
テ
ー
マ
に
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

※
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
交
差
点
や

曲
が
り
角
だ
け
を
書
い
た
コ
ー
ス
図

に
従
い
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
判

断
力
と
注
意
力
を
発
揮
し
問
題
を
解

き
な
が
ら
、
未
知
の
コ
ー
ス
を
一
定

の
時
間
内
に
ク
リ
ア
し
て
得
点
を
競

う
野
外
ゲ
ー
ム
で
す
。
 

■
日
時
　
11
月
23
日（
月
）
 

受
付
　
午
前
8
時
　
 

開
会
　
午
前
8
時
30
分
　
 

■
集
合
場
所
　
八
代
小
学
校
校
庭
 

■
持
ち
物
　
昼
食
・
飲
物
な
ど
 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8
 

ま
た
は
各
支
所
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

芦
川
地
域
活
性
化
推
進
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

甲斐国分寺塔跡発堀調査風景 

クリア目指して元気にスタート！ 
 

  
金
川
沿
岸
遺
跡
巡
り

公
園
内
に
点
在
す
る
古
墳
や
公
園
周

辺
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
見
学
し
、
太

古
か
ら
の
人
間
と
森
林
と
の
か
か
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
　
 

■
日
時
　
11
月
7
日（
土
）
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
　
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
小
雨
決
行
 

■
場
所

○
集
合
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

○
開
催
　
金
川
の
森
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」
 

ほ
か
・
公
園
周
辺
地
 

■
定
員
　
20
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
服
装
・
持
ち
物

歩
き
や
す
い
服
装
、
筆
記
用
具
 

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。
 

 
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト
教
室

森
の
ど
ん
ぐ
り
を
集
め
て
ク
ラ
フ
ト

を
作
り
ま
す
。
 

■
日
時
　
11
月
15
日（
日
）
　
　
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
　
　
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
決
行
 

■
場
所

金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
講
師

福
嶋
孝
一
氏（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー
デ
ン

代
表
）
 

■
定
員
　
20
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。
 

 
県
民
の
日
「
交
通
安
全
祭
り
」

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

ま
た
、
高
所
作
業
車
へ
の
試
乗
体
験

も
で
き
ま
す
。
　
 

■
日
時
　
11
月
20
日（
金
）
 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
 

※
当
日
受
付
随
時（
た
だ
し
、
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
時
は

乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）
 

※
小
雨
決
行
 

■
場
所

金
川
の
森
乗
り
物
広
場
・
P
2
駐
車

場
 

■
参
加
費
　
無
料
 

 
初
心
者
写
真
教
室

公
園
内
の
森
林
な
ど
を
モ
デ
ル
に
、

写
真
の
撮
り
方
を
学
び
ま
す
。
 

ま
た
、
撮
影
し
た
写
真
は
講
師
が
講

評
し
、
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

に
展
示
し
ま
す
。
 

■
日
時
　
11
月
28
日（
土
）
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

※
雨
天
決
行
 

■
集
合
場
所

金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
講
師

宮
田
義
之
氏（
ミ
ヤ
タ
フ
ォ
ト
）
 

■
定
員
　
30
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
持
ち
物

カ
メ
ラ（
三
脚
が
あ
る
方
は
、
持
参

し
て
く
だ
さ
い
）
 

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５
 

森
林
公
園
金
川
の
森
イ
ベ
ン
ト



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト

第
4
回
笛
吹
市
レ
デ
ィ
ー

ス
卓
球
大
会

   山
梨
英
和
高
校
聖
歌
隊
に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
と
コ
ー
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
　
 

■
日
時

12
月
12
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
曲
目
 

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ
作
品
ほ
か
 

■
入
場
料

無
料（
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
）
 

 

■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

笛
吹
市
制
5
周
年
記
念
協
賛
事
業

   市
制
5
周
年
を
記
念
し
て
、
「
小
松

原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
公
演
」
を
開

催
し
ま
す
。
フ
ラ
メ
ン
コ
の
軽
快
な
リ

ズ
ム
、
ス
テ
ッ
プ
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
熱

い
風
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
公
演
は
、
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
国
際
文

化
交
流
の
推
進
の
た
め
に
開
催
す
る

も
の
で
す
。
 

■
日
時

11
月
20
日（
金
）
　
 

開
場
　
午
後
6
時
 

開
演
　
午
後
6
時
30
分
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料
　
無
料
 

※
た
だ
し
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
、
3
5
0
枚
配
布
し

ま
す
。（
1
人
2
枚
ま
で
） 

予
定
枚
数
に
達
し
た
場
合
、
配
布
終

了
に
な
り
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

御
坂
国
際
交
流
協
会
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
6
6
7

一生懸命練習しています。 
見に来てくださいね。 
 

生徒たちが奏でるハンドベルの音色をお楽しみく 
ださい 
 

「
小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン

舞
踊
団
公
演
」

  趣
味
で
栽
培
し
て
い
る
菊
を
庭
先
に

展
示
し
、
菊
を
鑑
賞
し
な
が
ら
皆
さ
ん

に
巡
っ
て
い
た
だ
く
「
菊
の
散
歩
路
」

を
開
催
し
ま
す
。
　
 

■
日
程
　

11
月
3
日（
火
）ま
で
 

■
コ
ー
ス

春
日
居
町
駅
前
広
場
を
基
点
と
し

た
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
 

丸
山
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）5
0
0
0
 

 
菊
の
散
歩
路

  矯
正（
き
ょ
う
せ
い
）行
政
に
つ
い
て

皆
さ
ん
に
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、「
甲
府
矯
正
展
」
を
開
催
し
ま
 

す
。
　
 

■
日
時
　

11
月
23
日（
月
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
 
 

■
場
所
　
甲
府
刑
務
所
 

■
内
容

○
施
設
見
学
 

○
矯
正
関
係
資
料
の
展
示
 

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
 

○
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
な
ど
 

 ■
問
合
せ
先

甲
府
刑
務
所
企
画
部
門（
作
業
）
 

☎
0
5
5（
2
4
1
）8
8
7
8

甲
府
矯
正
展

   
■
日
　
時

11
月
21
日（
土
）
 

開
会
式
　
　
午
前
9
時
　
　
　
 

競
技
開
始
　
午
前
9
時
30
分
　
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
 

■
参
加
資
格

市
内
在
住
か
在
勤
の
女
性（
市
内
中
・

高
校
生
は
、
学
校
を
通
し
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
）
 

■
種
目

①
ダ
ブ
ル
ス
　
②
シ
ン
グ
ル
ス
 

■
試
合
方
法
・
競
技
ル
ー
ル

　
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
は
、
平
成
21
年
4
月
1
日
改
正
の

日
本
卓
球
ル
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
持
ち
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
お
弁
当
 

※
必
ず
ゼ
ッ
ケ
ン
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
方
法

　
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
11
月
6
日（
金
）必
着
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

・
〒
4
0
6
―
0
0
3
1
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
3
7
　
 

望
月
み
紀
恵（
笛
吹
市
卓
球
連
盟
）
 

☎
・
　
0
5
5（
2
6
2
）5
3
5
3
 

・
〒
4
0
6
―
0
8
3
2
 

笛
吹
市
一
宮
町
北
都
塚
1
8
5
―
2
 

天
野
真
弓（
笛
吹
市
卓
球
連
盟
）
 

　
0
5
5
3（
4
7
）5
3
3
1
 

・
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8

Fax

Fax御
所
簡
易
郵
便
局
の
受
託

者
募
集

   御
所
簡
易
郵
便
局（
笛
吹
市
八
代
町

米
倉
付
近
）は
、
現
在
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
を
一
時
的
に
休
止
し
て
い
ま
す
。
 

郵
便
局
株
式
会
社
で
は
、
再
開
に
向

け
て
、
同
じ
地
域
内
で
業
務
を
受
託
し

て
い
た
だ
け
る
方（
受
託
者
）を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

受
託
を
希
望
さ
れ
る
方
や
関
心
の
あ

る
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

※
簡
易
郵
便
局
と
は
･
･
･
 

郵
便
局
の
窓
口
業
務
の
う
ち
、
基

本
的
な
業
務
に
つ
い
て
郵
便
局
株
式

会
社
等
が
契
約
に
よ
り
個
人
や
法
人

に
委
託
し
、
郵
便
局
株
式
会
社
が
指

定
す
る
地
域
に
お
い
て
、
個
人
や
法

人
が
自
ら
用
意
し
た
施
設
で
業
務
を

行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
 

■
募
集
締
切
　
12
月
25
日（
金
）
 

※
た
だ
し
、
新
規
受
託
候
補
者
が
決
定

次
第
、
募
集
は
終
了
し
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

郵
便
局
株
式
会
社
　
南
関
東
支
社
　

企
画
部
　
店
舗
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当
 

（
簡
易
郵
便
局
担
当
）
 

☎
0
4
5（
2
2
8
）2
5
2
1
 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）
 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
 

パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
経
理
事

務
コ
ー
ス

   パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
文
書
作

成（
ワ
ー
ド
）、
表
計
算（
エ
ク
セ
ル
）、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
学
び
、
さ

ら
に
経
理
事
務
の
実
習
を
行
い
ま
す
。
 

■
対
象

60
歳
台
前
半
層
を
中
心
と
す
る
働
く

意
欲
の
あ
る
高
齢
者
 

■
日
時

11
月
30
日（
月
）か
ら
12
月
11
日（
金
）

ま
で
の
土
・
日
を
除
く
10
日
間
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所

N
T
T
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
修
セ
ン

タ
ー（
甲
府
市
蓬
沢
1
0
2
9
―
1
） 

■
定
員
　
20
人
 

■
受
講
料
　
無
料
 

■
申
込
締
切
　
11
月
13
日（
金
）
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

・（
社
）笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）0
0
9
9
 

・（
社
）山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会
 

☎
0
5
5（
2
2
8
）8
3
8
3

微
生
物
を
活
用
し
た
土
づ

く
り
学
習
会

   市
で
は
、「
笛
吹
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
」
を
策
定
し
、
「
農
と
食
と

微
生
物
を
活
か
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
バ
イ
オ
マ
ス
の
郷
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
 

す
。
 

事
業
の
一
貫
と
し
て
実
施
す
る
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
「
土
づ

く
り
学
習
会
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

 
■
日
程

　
学
習
会
は
、
地
域
な
ど
の
任
意
団

体
や
個
人
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
日
程
な
ど

は
後
日
決
定
し
ま
す
。
 

※
参
加
者
に
は
、
市
の
実
証
実
験
で
製

造
し
て
い
る
微
生
物
活
性
液
と
生
ゴ

ミ
た
い
肥
を
、
毎
週
月
・
木
曜
日（
祝

日
を
除
く
）に
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ

ー
で
無
償
提
供
し
ま
す
。
 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
　
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

市民劇団第4回公演 ミュージカル
「ガーデン＆ガーデン」
 
市民劇団が、ミュージカル「ガーデン＆
ガーデン」を上演します。 
「妖精たちが持っている一つだけ願いが
叶うという4つの道具。それらを手に入れる
ため旅に出た6人の子どもたち。大冒険が始
まる・・・・」 
■日時
○11月28日（土） 開場　午後2時30分 
 開演　午後3時 
○11月29日（日） 開場　午後1時30分 
 開演　午後2時 
■場　所　スコレーセンター 
■入場料　○一般　500円　 
　　　　　○中学生以下　無料 
※中学生以下の整理 
　券は配布しません。 
■問合せ先 
　スコレーセンター 
　☎055（263）7959



催
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催
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講　座　名

市民活動・NPO
組織支援講座

ファシリテーシ
ョン講座

地域づくり支援
講座

11月13日（金） 

11月20日（金） 

11月27日（金） 

12月 4日（金） 

12月11日（金） 

1月15日（金） 

 1月22日（金） 

11月 6日（金） 

12月14日（月） 

1月12日（火） 

11月24日（火） 

日　　程 場　　所 テ　ー　マ（予定） 講　　師

 

市役所本庁 

 

 

市役所本庁 

 

 
 

市役所本庁 

 

長野県小布施町 

（予定） 

日原佐徳氏 

（行政書士） 
 

 

石川聡氏 

（ﾈｸｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 

 

 

鈴木輝隆教授 

（江戸川大学） 

 
 

 

 

 

思いを実現するために① 

思いを実現するために② 

思いを実現するために③ 

傾聴とコミュニケーション 

会議の進め方 

ワークショップの作り方① 

ワークショップの作り方② 

知っていますか　地域の資源 

地域資源の価値を上げよう 

地域が活きる　テーマと組織 

地域づくりの活力を学ぶ 

 

国
民
健
康
保
険（
以
下
「
国
保
」
）へ
加
入
ま
た
は
や
め
る
場
合
に
は
、
14
日

以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
 

手
話
奉
仕
員
養
成
基
礎
講
座

  果
樹
の
せ
ん
定
枝
の
有
効
活
用
に
最

適
な
「
伏
せ
焼
き
」
に
よ
る
炭
焼
き
と

ド
ラ
ム
缶
を
用
い
た
炭
焼
き
の
技
術
 

を
、
現
役
の
炭
焼
き
師
か
ら
学
び
ま
せ

ん
か
。
 

■
日
時
（
予
定
）

11
月
25
日（
水
）〜
27
日（
金
）
 

○
25
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

○
26
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
 

○
27
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
 

※
3
日
間
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
 

■
場
所

○
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校
 

○
甲
州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
窯
 

■
講
師

平
山
金
吾
氏（
現
役
炭
焼
き
師
）
 

■
定
員
　
20
人（
先
着
順
）
 

■
受
講
料
　
1
0
0
0
円（
材
料
代
な
 

ど
。
宿
泊
滞
在
費
は
除
く
）
 

■
申
込
締
切
　
11
月
16
日（
月
）
 

※
食
事
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
 

※
26
日
の
夜
に
窯（
か
ま
）止
め
の
作
業

が
あ
る
の
で
、
当
日
は
、
都
合
が
つ

く
限
り
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
夜
間
の
火
の
番
を
交
代
で
行

っ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

県
峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森
づ
く

り
推
進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当（
堀

内
・
川
口
）
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
2
1

炭
焼
き
師
養
成
講
座

   生
活
の
多
様
化
、
複
雑
化
で
日
常
的

に
ス
ト
レ
ス
が
増
大
し
、
心
の
病
や
健

康
に
対
す
る
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま
 

す
。
そ
こ
で
、「
心
の
病
と
健
康
」
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
心
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の

た
め
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
対
象

心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が

あ
り
、
受
講
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
可
能
な
方
 

■
日
時

12
月
7
日（
月
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

■
場
所
　
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
定
員
　
30
人
 

■
受
講
料
　
無
料
 

■
申
込
方
法

 
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
11
月
27
日（
金
）
 

 
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9
 

電
子
メ
ー
ル
 

k-shien05@
fuefuki-shakyo.or.jp

心
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
　

  基
礎
的
な
手
話
を
学
び
、
聴
覚
障
が

い
者
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
 

■
対
象

手
話
奉
仕
員
入
門
講
座
終
了
者
 

■
日
程

平
成
21
年
11
月
12
日（
木
）か
ら
平
成

22
年
3
月
18
日（
木
）ま
で
の
毎
週
木

曜
日（
全
17
回
）
 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

■
場
所
 
学
び
の
杜
み
さ
か
 

■
定
員
　
30
人
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
締
切
　
11
月
10
日（
火
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
 

ふ
え
ふ
き
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7

民
生
委
員
就
任
の
お
知
ら
せ

  8
月
25
日
付
け
で
、
次
の
方
が
民
生

委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

齊
藤
忍
氏（
一
宮
町
千
米
寺
）
 

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

福
祉
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1

市民活動支援講座に参加しませんか
 
地域づくり、まちづくりにもつながる市民活動団体やＮＰＯ法人、何かやってみようという市
民を対象に市民活動支援講座を開催します。ぜひ、友人や組織の仲間と一緒にご参加ください。 
 
【開催予定】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳細は、市または｢よっちゃばるネット笛吹｣のホームページをご覧ください。 
 
■申込・問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　☎055（262）4111

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
国
保
に

加
入
す
る
場
合
（
退
職
時
・
扶
養

か
ら
は
ず
れ
た
時
）

 
■
持
ち
物

①
退
職
証
明
書
ま
た
は
離
職
票
・
社
会

保
険
喪
失
証
明
な
ど
 

②
年
金
手
帳（
60
歳
未
満
の
方
）
 

③
年
金
証
書（
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合

な
ど
の
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
 

り
、そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
ま

た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ
る
方
） 

④
印
か
ん
 

 
■
注
意
事
項

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
加

入
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
 

　
ま
た
、
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ

の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
 

    

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
国
保

を
や
め
る
場
合

こ
の
手
続
き
は
職
場
で
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
自
身
で
国
保
を
や
め
る
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
 

す
。
 

 
■
持
ち
物

①
職
場
の
保
険
証（
扶
養
者
分
も
す
べ
 

て
） 

②
国
保
の
保
険
証
 

③
印
か
ん
 

 
■
注
意
事
項

　
国
保
を
や
め
る
手
続
き
を
し
な
い

と
国
保
税
は
課
税
さ
れ
続
け
、
職
場

の
保
険
と
国
保
に
二
重
加
入
し
て
い

る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
保
で
診
療
を
受
け
た
医

療
費
に
つ
い
て
は
返
還
し
て
い
た
だ
 

き
、
職
場
の
保
険
に
請
求
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
二
重
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
※
平
日
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
難
し

い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
課
の
日
曜

窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
本
紙

4
ペ
ー
ジ
参
照
）
 

※
転
入
・
転
出
や
住
所
変
更
・
出
生
・

死
亡
の
場
合
に
も
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。
受
付
は
平
日
の
み
行
っ
て
い

ま
す
。
 

 
適
切
に
医
療
を
受
け
ま
し
ょ
う

7
月
分
医
療
給
付
費
は
4
億
4
4
8
 

7
万
円
で
、
6
月
分
に
比
べ
て
2
2
3
 

5
万
円
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

一
つ
の
病
気
で
病
院
を
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
変
え
た
り
、
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し

が
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、
医
師
を
信

頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品（
後
発

医
薬
品
）を
希
望
す
る
こ
と
も
、
医
療

費
を
減
ら
す
方
法
の
一
つ
で
す
。
 

医
療
費
の
増
加
は
、
国
保
税
の
値
上

げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

一
人
一
人
が
医
療
の
受
け
方
を
見
直

し
て
、
適
切
な
受
診
を
心
が
け
る
こ
と
 

が
、
医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
 

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
　

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
や
め
る
時
は
届
け
出
を



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

献立の
ヒント

世
界
糖
尿
病
デ
ー
in
山
梨

市
民
公
開
講
座

快
汗
（
か
い
か
ん
）
！
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室

■
日
時

○
初
心
者
コ
ー
ス
 

11
月
4
日（
水
）ま
た
は
10
日（
火
） 

○
中
級
者
コ
ー
ス
 

11
月
17
日（
火
） 

と
も
に
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
11
月
2
日（
月
） 

   
―
広
げ
よ
う
糖
尿
病
治
療
の
輪
―

糖
尿
病
に
対
す
る
「
無
知
・
無
関
心
・

無
理
解
」
を
な
く
し
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
知
識
を
広
め
る
た
め
、
市
民
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
 

ま
た
、
糖
尿
病
患
者
向
け
食
品
試
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
 

■
日
程
　
11
月
15
日（
日
）
 

午
後
2
時
〜
4
時
 

■
場
所
　
ア
ピ
オ
本
館
3
階
孔
雀
の
間
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」
の
一
環
と
し
 

て
、
14
日（
土
）午
後
5
時
30
分
か
ら

9
時
ま
で
、
甲
府
駅
南
口
の
信
玄
公

像
を
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

山
梨
大
学
医
学
部
第
三
内
科
　
事
務

保
坂
か
お
り
 

☎
0
5
5（
2
7
3
）9
6
0
2

第
1
回
障
害
者
就
労
研
修
会

  
「
雇
用
者
と
就
労
希
望
者
の
本
音

を
語
る
」

障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
一
環
と
し
 

て
、
市
内
の
事
業
主
を
対
象
に
就
労
支

援
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

雇
う
側
、
雇
わ
れ
る
側
の
本
音
を
ぶ

つ
け
合
い
、
障
が
い
者
雇
用
の
問
題
点

や
改
善
策
を
話
し
合
い
ま
す
。
 

■
対
象

市
内
在
住
の
障
が
い
者
、
障
が
い
者

支
援
施
設
・
関
係
事
業
所
・
関
係
機

関
の
方
な
ど
 

■
日
時
　
12
月
16
日（
水
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

え
ふ
き
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　
　
 

■
申
込
締
切
　
12
月
11
日（
金
）
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9
 

電
子
メ
ー
ル
 

k-shien05@
fuefuki-shakyo.or.jp

「
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り

講
座
」
受
講
者
募
集

   健
康
づ
く
り
に
も
っ
と
温
泉
を
活
用

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
民
を
対
象
に
、
 

「
温
泉
活
用
健
康
づ
く
り
講
座
」
を
行

い
ま
す
。
 

①
産
後
マ
マ
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
コ

ー
ス

　
育
児
で
疲
れ
た
心
と
体
を
温
泉
と

体
操
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
 

■
対
象

出
産
後
6
カ
月
を
経
過
し
て
い
る
方
 

■
日
時

平
成
22
年
1
月
18
日
（
月
）
、
2
月
 

1
日（
月
）・
15
日（
月
）、
3
月
1
日
 

（
月
）・
15
日（
月
）
 

午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
 

■
場
所
　
な
ご
み
の
湯
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
2
0
0
0
円
 

※
託
児
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
座
終

了
後
温
泉
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
 

す
。
 

 
②
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
コ
ー
ス

　
水
中
運
動（
ク
ア
ロ
ビ
ク
ス
）と
15

種
類
の
浴
槽
を
楽
し
め
ま
す
。
 

■
対
象
　
20
歳
以
上
〜
65
歳
未
満
 

※
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

平
成
22
年
1
月
12
日
（
火
）
・
25
日
 

（
月
）、
2
月
1
日（
月
）・
15
日（
月
）、

3
月
1
日（
月
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
30
分
 

■
場
所
　
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
5
0
0
0
円
 

※
講
座
期
間
中
使
え
る
ク
ア
ハ
ウ
ス
石

和
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン（
多
目
的
温
泉
） 

・
公
営
温
泉
共
通
利
用
券
を
、
発
行

し
ま
す
。
 

③
健
康
増
進
コ
ー
ス

　
簡
単
な
脂
肪
燃
焼
運
動
を
し
な
が
 

ら
、
効
果
的
に
入
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

■
対
象
　
20
歳
以
上
 

■
日
時
　

平
成
22
年
1
月
13
日
（
水
）
・
20
日
 

（
水
）・
27
日（
水
）、
2
月
3
日（
水
）・

10
日（
水
）・
17
日（
水
）・
24
日（
水
）、

3
月
3
日（
水
） 

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

■
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
定
員
　
20
人
程
度
 

■
参
加
費
　
5
0
0
0
円
 

※
講
座
期
間
中
使
え
る
公
営
温
泉
利
用

券
を
発
行
し
ま
す
。
 

※
②
・
③
コ
ー
ス
受
講
者
の
う
ち
、
希

望
者
の
み
、
血
液
検
査
で
受
講
前
後

の
体
調
の
変
化
を
調
べ
ら
れ
ま
す
。
 

検
査
は
、
平
成
22
年
1
月
7
日（
木
）

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
希

望
講
座
名
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連

絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、

お
申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま
す
。
 

■
申
込
受
付
期
間

11
月
2
日（
月
）〜
30
日（
月
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

健
康
企
画
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1
 

Fax
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
2

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
ま
た

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
歩

い
て
い
る
コ
ー
ス
を
選
定
し
、
笛
吹
市

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
 

た
。
初
心
者
向
け
で
す
の
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
方
に
最
適

で
す
。
　
 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も

が
楽
し
く
歩
け
る
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
 

マ
ッ
プ
に
は
、
市
内
各
所
14
コ
ー
ス

と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
礎
知
識
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
歩
い
て
み

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
情
報
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

■
配
布
場
所

　
マ
ッ
プ
は
、
石
和
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
 

               
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

〜
歩
い
て
は
じ
め
よ
う
健
康
づ
く
り
〜

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

さといもボールの野菜あんかけ

①さといもはよく水洗いしてから皮ごとゆでる。皮が割れたら
ザルにあげ、手で皮をむく。ボールに入れてつぶし、干しえ
びを入れてよく混ぜる。スプーンですくって片栗粉の中でこ
ろがし、形をととのえて油で揚げる。
②にんじんはせん切り、いんげんは斜め薄切り、玉ねぎは薄切
りにしておく。干ししいたけは水でもどしてから薄切りにする。
③鍋に干ししいたけのもどし汁・だし汁・②の野菜を入れて、
中火で煮る。Ａの調味料を加え片栗粉でとろみをつけ、さと
いもボールにかける。

【作り方】

笛吹市・笛吹市食生活改善推進員会

主菜
焼き魚

副菜
里芋ボールの
野菜あんかけ

主食
ごはん

【材料】（1人分）
さといも・・・・・・100ｇ
干しえび・・・・・・・3ｇ
にんじん・・・・・・10ｇ
いんげん・・・・・・・5ｇ
玉ねぎ・・・・・・・30ｇ
干ししいたけ・・・・・１ｇ

揚げ油・・・・・・・・適宜
片栗粉・・・・・・・・適宜
干ししいたけもどし汁・50cc
だし汁・・・・・・・50cc
Ａ  みりん・・・大さじ1／2
　しょうゆ・・大さじ1／2｛ 

マップは全14種類（上のマップは芦川版） 
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予防接種名

ＢＣＧ

三種混合1期初回・追加
（ジフテリア・百日咳・破傷風）

日本脳炎1、2期

二種混合　2期
（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合　1期�

平成21年8月生まれ

平成20年11月生まれ

平成10年11月生まれ

通知発送対象児

現在接種のおすすめを
控えています
平成21年4月1日～
6月30日生まれ
平成20年10月1日～
12月31日生まれ

ポリオ
1回目

2回目

第
2
回
農
業
・
農
村
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

   「
〜
日
本
一
の
中
山
間（
ふ
る
さ
と
）

を
め
ざ
し
て
〜
ふ
る
さ
と
若
者
の
感
性

が
中
山
間（
ふ
る
さ
と
）を
変
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
農
業
・
農
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
 

タ
レ
ン
ト
の
大
桃
美
代
子
さ
ん
に
よ

る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
も

あ
り
ま
す
。
 

■
日
時

11
月
28
日（
土
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

■
場
所
　
県
立
文
学
館
講
堂
 

■
定
員
　
5
0
0
人
 

■
入
場
料
 
無
料
 

■
申
込
方
法

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
 

し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切
　
11
月
13
日（
金
）
 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。
結
果
は
、
申
込
締
切
後
1
週

間
以
内
に
入
場
整
理
券
を
発
送
し
、

発
表
と
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

県
農
政
部
　
耕
地
課
 

☎
0
5
5（
2
2
3
）1
6
2
6
 
 

FAX
0
5
5（
2
2
3
）1
6
2
4
 

電
子
メ
ー
ル
 

kouchi@
pref.yam

anashi.lg.jp

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相

談
会    社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
 

で
、
確
認
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
、

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

■
日
程
・
場
所

○
11
月
18
日（
水
）
 

市
役
所
本
庁
3
階
会
議
室
 

○
12
月
16
日（
水
）
 

一
宮
支
所
 

■
時
間

午
前
9
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
4
時
 

■
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど
 

（
ほ
か
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

   女
性
の
日
常
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
電
話
専
用
の
相
談
窓
口
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
 

11
月
15
日（
日
）か
ら
21
日（
土
）ま
で

の
一
週
間
は
、
問
題
解
決
へ
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

11
月
15
日（
日
）〜
21
日（
土
）
 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

（
土
・
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
） 

○
相
談
電
話
番
号
 

☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0
 

■
相
談
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護

委
員
 

■
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局
、
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
 

 
■
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）7
2
3
9
 

　
 

 

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
自
分
ら

し
く
!!

   
―
　
介
護
予
防
講
演
会
　
―

 市
で
は
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
社
会

福
祉
大
会
と
併
せ
て
介
護
予
防
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
福

祉
関
係
功
労
者
表
彰
も
行
い
ま
す
。
 

■
日
時
　
11
月
10
日（
火
）
 

○
功
労
者
表
彰
 

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
 

○
介
護
予
防
講
演
会
 

午
後
2
時
〜
3
時
30
分
 

「
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
自
分
ら
し
く
 

!!
」
桂
こ
け
枝
先
生（
落
語
家
）
 

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

        
■
問
合
せ
先

・
講
演
会
に
つ
い
て
 

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
者
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

・
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て
 

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
総
務
課
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
1
8
2
 

  

竹
チ
ッ
プ
配
布

  市
内
の
工
事
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た

竹
で
チ
ッ
プ
材
を
作
り
、
無
料
配
布
し

ま
す
。
 

昨
年
は
、
果
樹
園
の
た
い
肥
・
防
草

材
や
園
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

雑
木
チ
ッ
プ
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

今
年
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
 

 
■
日
程

　
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。
 

■
場
所

石
和
町
井
戸
地
内（
予
定
）
 

※
お
申
し
込
み
は
、
指
定
場
所
に
受
け

取
り
に
来
ら
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。
 

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
期
限

11
月
13
日（
金
）（
期
限
厳
守
）
 

※
チ
ッ
プ
材
の
量
は
、
現
場
の
状
況
に

よ
っ
て
増
減
し
ま
す
の
で
、
配
布
数

量
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
9

  
〜
全
員
集
合
〜

 よ
り
多
く
の
子
ど
も
・
親
子
・
大
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
・
つ
ど
い

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
 

参
加
自
由
で
す
の
で
、
み
ん
な
で
一

日
た
っ
ぷ
り
遊
ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

11
月
29
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所

八
代
総
合
会
館
 

■
内
容

○
絵
の
展
示
、
お
は
な
し
会
、
着
ぐ
る

み
シ
ョ
ー
、
ダ
ー
ツ
、
輪
投
げ
、
親

子
工
作
、
バ
ル
ー
ン
、
乳
幼
児
写
真

展
示
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
、
お

ば
け
屋
敷
、
育
児
相
談
な
ど
 

○
手
形
色
紙
・
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
す

い
と
ん
サ
ー
ビ
ス
 

■
入
場
料
　
無
料
 

 ■
問
合
せ
先

八
代
総
合
会
館
　
　
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）4
0
1
1

桂先生の楽しい落語で 
介護予防 

  対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契

約
医
療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。
　
 

接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く
確
認
 

し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
  
 

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
、

予
診
票
の
な
い
方
や
合
併
前
の
予
診
票

を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

※
今
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ

り
ま
す
の
で
、
対
象
者
に
は
詳
し
い

お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
前
回
接
種
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
  

 
 
 

             
■
問
合
せ
先
  

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

母
子
保
健
担
当
  

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

乳
幼
児
予
防
接
種

生
活
・
環
境

花でいっぱいになった花だん 

花のあるまちづくりを応援
～花のまちづくり花苗配布事業～

 
市では、花のあるまちづくりを応援しています。 
花を市内の憩いの場や道路沿いなどへ植えたり
育てたいと考えている地区・住民団体等に、花の
苗や種を配布します。 
始めてみませんか？花のボランティア活動
花苗配布事業を利用して、多くの団体が花苗の
支給を受けています。 
市役所入り口の花だんや、うかい橋北詰め東花
だんなどの花も、ボランティアの方たちが植えた
ものです。 
花を植えたい公共空地があり、花が大好きな方は、
ぜひ仲間と一緒にお申し込みください。 
 
■問合せ先　
市民環境部 
市民活動支援課 
市民生活担当 
☎055（262）4111



催
　
し
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催
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   労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
働

者
災
害
補
償
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
 

で
、
労
働
者
を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
 

ま
た
、
正
社
員
の
み
で
な
く
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
方
も
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
と
雇
用
保
険
も
加
入
対
象
と
な
り

ま
す
。
 

労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々
が
安

心
し
て
働
く
た
め
の
も
の
で
す
。
1
人

で
も
雇
っ
た
ら
、
必
ず
労
働
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

■
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府（
甲
府
公
共
職

業
安
定
所
）雇
用
保
険
適
用
課
 

☎
0
5
5（
2
3
2
）6
0
6
0

結
婚
相
談
所

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

 
■
日
時

○
11
月
6
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

○
11
月
15
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
 

は
、結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 

 

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

   
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
 

は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

■
日
時

11
月
18
日（
水
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
 

■
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
） 

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

特
設
人
権
相
談
所

  「
第
61
回
人
権
週
間
」
の
一
環
と
し
 

て
、
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
 

い
じ
め
や
、
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
、

人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
救
済
を
図
り

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時

12
月
4
日（
金
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

■
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

■
相
談
料
　
無
料
 

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

「
1
人
で
も
雇
っ
た
ら
、

入
ろ
う
。
労
働
保
険
。
」

  峡
東
地
域（
笛
吹
市
、
山
梨
市
、
甲

州
市
）へ
の
就
農
を
考
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

■
対
象

①
退
職
後
、
峡
東
地
域
に
就
農
を
予
定

ま
た
は
希
望
す
る
方（
農
家
後
継
者
・

新
規
参
入
者
な
ど
）
 

②
①
以
外
で
、
峡
東
地
域
に
就
農
を
希

望
す
る
方
 

■
日
時
・
場
所

○
笛
吹
市
に
就
農
予
定
の
方
 

11
月
29
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

笛
吹
市
役
所
3
階
第
1
会
議
室
 

○
山
梨
市
・
甲
州
市
に
就
農
予
定
の
方
 

11
月
28
日（
土
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
 

東
山
梨
合
同
庁
舎
1
0
1
会
議
室
 

■
相
談
内
容

就
農
支
援
制
度
の
紹
介
、
農
地
確
保
・

栽
培
技
術
の
相
談
な
ど
 

■
申
込
締
切
　
11
月
19
日（
木
）
 

■
申
込
先

県
峡
東
農
務
事
務
所
　
農
業
農
村
支

援
課（
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
）
 

☎
0
5
5
3（
2
0
）2
7
0
7
 

 
■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

団
塊
世
代
等
就
農
相
談
会

秋の火災予防運動
 
11月9日（月）から15日（日）までの一週間、秋の火災予防運動が実施されます。 
この運動は、市民の皆さんに火災予防の意識を高めていただくことで、火災の発生を防ぎ、尊い
生命と貴重な財産を火災から守ることを目的としています。 
 
■重点項目　○住宅防火対策　○旅館、ホテルなどの防火管理体制の充実 
　　　　　○防火広報活動　○車両火災等予防対策 
　　　　　○放火火災防止対策の推進 
※住宅防火の「切り札」である住宅用火災警報器の設置普及について、特
に強力に推進します。早期に設置して、ご自身や家族の尊い生命を守っ
てください。 

年
末
調
整
等
説
明
会

給
与
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
21
年

分
年
末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
・
給

与
支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
 

 
■
日
程
・
場
所

○
笛
吹
市
対
象
 

11
月
26
日（
木
）
 

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

○
甲
州
市
対
象
 

11
月
18
日（
水
）
 

甲
州
市
民
文
化
会
館
 

○
山
梨
市
対
象
 

11
月
20
日（
金
）
 

山
梨
市
民
会
館
 

 
■
時
間

○
用
紙
配
布
 

午
後
1
時
〜
1
時
30
分
 

○
説
明
会
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

 
※
対
象
地
域
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、
ほ
か
の
地
域
の
説
明
会

場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 

■
問
合
せ
先

○
年
末
調
整
の
仕
方
・
源
泉
所
得
税
に

つ
い
て
 

山
梨
税
務
署
 

法
人
課
税
 
第
1
部
門
 

源
泉
所
得
税
担
当
 

☎
0
5
5
3（
2
2
）2
9
4
0
 

○
法
定
調
書
の
作
成
・
提
出
に
つ
い
て
 

山
梨
税
務
署
 

管
理
運
営
部
門
　
資
料
情
報
担
当
 

☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
3
 

○
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
・
提
出
と

住
民
税
に
つ
い
て
 

市
総
務
部
 
税
務
課
 
市
民
税
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

 
青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説

明
会所

得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成

や
消
費
税
・
地
方
消
費
税
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
 

 
■
日
程
・
場
所

○
笛
吹
市
対
象
 

12
月
8
日（
火
）
 

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

○
甲
州
市
対
象
 

12
月
4
日（
金
）
 

甲
州
市
民
文
化
会
館
 

○
山
梨
市
対
象
 

12
月
3
日（
木
）
 

山
梨
市
民
会
館
 

 
■
時
間

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
3
時
 

（
午
前
・
午
後
、
ど
ち
ら
も
同
じ
内

容
で
す
）
　
 

 
※
対
象
地
域
の
説
明
会
に
出
席
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
地
域
の
説
明
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

山
梨
税
務
署
 

個
人
課
税
 
第
1
部
門
 
 

☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
5
 

  

年
末
調
整
・
青
色
決
算
・
消
費
税
等
説
明
会

（株）
マ
イ
カ
ル
石
和
サ
テ
ィ
　
石
和
店
 

店
長
　
田
中
実
様（
石
和
町
松
本
）
 

【
雑
巾
・
タ
オ
ル
】
 

 財
団
法
人
　
北
野
生
涯
教
育
振
興
会
　

理
事
長
　
北
野
重
子
様（
東
京
都
目
黒
 

区
） 

【
彫
刻
】
  

 善
意
の
ご
寄
付

税務署からのお知らせ
源泉所得税の納付には、便利な「e-
Tax」をご利用ください。「e-Tax」は、
インターネットを利用した国税電子
申告・納税システムです。 
また、9月からは、さらに便利な｢ダ
イレクト納付｣がスタートしました。（納
付額0円の場合、データ送信で済みます） 
詳細は、「e-Tax」ホームページを
ご覧ください。 

http://www.e-tax.nta.go.jp



古タイヤとバッテリーのみの回収を行います。ただし、お店など事業によって排出された古タイヤ・バ
ッテリーは回収しません。 
※お住まいの地域の回収場所だけでなく、ほかの回収場所も利用できます。 

タイヤ回収料金（１本あたり） 
　ホイールが付いていても回収
します。また、バッテリーは無
料です。 

  開
館
記
念
日
で
あ
る
11
月
3
日
 

は
、
入
館
無
料
で
す
。
ま
た
薄
茶

席（
先
着
1
0
0
人
）と
、
収
蔵
庫

特
別
公
開
、
土
偶
作
り
イ
ベ
ン
ト
 

（
午
後
の
み
）を
行
い
ま
す
。
予
約

不
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。
 

   縄
文
時
代
の
人
々
が
ラ
ン
プ
と

し
て
使
っ
た
と
言
わ
れ
る
珍
し
い

釣
手（
つ
り
て
）土
器
を
紹
介
し
ま

す
。
炎
に
ゆ
ら
め
く
縄
文
時
代
の

風
景
に
、
思
い
を
は
せ
て
見
ま
せ

ん
か
。
 

■
期
間
　
11
月
30
日（
月
）ま
で
 

   山
梨
県
は
縄
文
王
国
。
そ
の
中

心
で
あ
る
釈
迦
堂
遺
跡
で
、
縄
文

時
代
を
感
じ
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

■
日
時

11
月
23
日（
月
） 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

■
講
師
　
小
野
正
文
氏
（
山
梨
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
長
）
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
定
員
　
40
人
（
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）
 

  市
内
小
学
生
に
配
布
し
た
「
利

用
券
」
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴

家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
券
の
ス
タ
ン
プ
が
た
ま
れ

ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

   釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た

だ
き
な
が
ら
、
応
援
し
て
く
だ
さ

る
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
会
員
に
な
る
と
、
入

館
無
料
や
イ
ベ
ン
ト
先
行
予
約
な

ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
釈
迦
堂

を
「
お
気
に
入
り
」
の
場
所
と
し
 

て
、
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

   

　8月18日、春日居町枝郷地区では、地域コミュ
ニティ講座「スコニティ講座」の一環として、新
潟県にある世界一の規模を誇る東京電力の柏崎・
刈羽（かりわ）原子力の見学をしました。 
　車中の学習会では、現在の日本のエネルギーの
状況について、また原子力発電のしくみや安全性・
必要性について学び、現地では、海に面した東京ドー
ム90個分の広さの発電所内を回り、ここから山梨
へ電気が送られてくることを知った子どもたちは、
驚きの声を上げていました。 
　世代を超えて共に学び、限りある資源や地球温暖化についても話し合うことができ、有意義な時
間を共有することができました。 
　今回のような社会見学会だけでなく、地区公民館でいろいろな講座を開催して、市民の皆さんの
交流の場、学習の場として、このスコニティ講座を大いに活用していただきたいと思います。 

■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター 　☎055（261）3339

環境市民ワークショップ参加者募集 
　笛吹市環境基本計画の策定にあたり、皆さんの意見を幅広く反映させるため環境市民ワークショップ
参加者を募集します。環境市民ワークショップでは、それぞれの役割・立場を踏まえながら、笛吹市の
環境の保全・再生や、活動の提案などを検討します。 
■応募資格　市内に住所がある方 
■設置期間　決定から環境基本計画策定終了まで（平成21・22年度の2年間） 
■募集人数　20人程度（応募者多数の場合は、選考させていただく場合があります。なお、報酬はあり

ません） 
■応募方法　電話または電子メールで応募してください。その後、参加申込書をお送りします。（応募

書類は返却しません） 
■募集期間　11月１日（日）～30日（月） 
※電子メールの場合は、最終日までに受信したものが有効です。なお、選考結果は、応募者全員に通知
します。 
■申込・問合せ先　市民環境部　ごみ減量課　環境担当 
　　　　　　　　　☎055（261）2044　　　電子メール　gomigenryo@city.fuefuki.lg.jp

山梨県動物適正飼養講習会「ねこの飼い方教室」
　猫と上手につきあいたいと思っている方、お話を
聞きにきませんか。 
■日　時　12月5日（土） 受付　午後1時30分から 
 開催　午後2時～4時 
■場　所　石和図書館2階視聴覚ホール 
■参加料　無料 
■申込・問合せ先 
　県峡東保健所　衛生課　☎0553（20）2751

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

地　域 
石 和 町  
御 坂 町  
一 宮 町  
八 代 町  
境 川 町  
春日居町 
芦 川 町  

日　　時 
１２月６日（日） 
１２月５日（土） 
１２月６日（日） 
１２月５日（土） 
１２月５日（土） 
１２月６日（日） 
１２月６日（日） 

自転車 
テイラー・リヤカー 
軽･普通車 
大型車 
 

100円 
200円 
200円 
500円 

午前８時 
　～１１時 

市役所本庁駐車場 
御坂支所駐車場 
一宮福祉センター前駐車場 
八代支所前駐車場 
境川支所裏駐車場 
春日居支所北側駐車場 
芦川ふるさと総合センター駐車場 
 

場　　　所 

犬や猫と暮らしているあなたへ
家に帰れなくなった犬や猫を多く見かけます。 
そして、悲惨な事故死も多いです。 
人間よりずっと寿命の短い動物たち。 
最後まで愛情をもって育ててくださいね。 

～県峡東保健所・峡東地区動物愛護推進員～ 

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 （
入
館
は
午
後
4
時
３０
分
ま
で
） 

○
休
館
日 

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

 （
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

　
一
般
・
大
学
生
 
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
 
 
1
0
0
円
 

　（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

　
利
用
券
を
お
持
ち
頂
く
と
同
伴
 

　
者
も
入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

　
☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 



市消防本部職員による心肺蘇生法の指導 

落語を披露するちびっこ落語家たち 

5連覇を果たした卓球男子チーム 
 

私たちがきれいにした森元気に育ってね！ 

104歳の堀水都次さん（八代町） 

9
月
5
日
、
笛
吹
市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
 

市
役
所
や
市
内
各
地
区
に
お
い
て
、
被
災
時

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
や
消
火
器
で
の
消
火
訓
練
、

三
角
巾
の
使
い
方
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
訓
練
以
外
に
自
主
的
な
訓
練
に

取
り
組
ん
だ
地
区
も
あ
り
ま
す
。
9
月
27
日
に
 

は
、
石
和
町
松
本
区
で
、
市
消
防
本
部
職
員
の

指
導
に
よ
る
起
振
車
と
煙
発
生
器
を
使
っ
た
訓

練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
災
害
発
生
時
の
対
応

を
学
び
ま
し
た
。
 

近
年
、
国
内
で
は
大
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、

災
害
対
策
の
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

9
月
6
日
、
芦
川
町
内
の
市
学
校
林
で
「
笛

吹
市
育
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
持
つ

森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
た
め
に
、
子
ど

も
た
ち
に
、
下
刈
り
作
業
の
体
験
を
通
し
て
森

林
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う
お
う
と
、
市
と

市
緑
化
推
進
会
議
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
 

緑
の
少
年
少
女
隊
な
ど
市
内
か
ら
集
ま
っ
た

40
人
の
参
加
者
は
、
県
の
林
業
普
及
員
や
中
央

森
林
組
合
の
指
導
の
下
、
カ
エ
デ
・
ク
リ
・
ミ

ズ
ナ
ラ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
1
5
0
0
本
の
苗
木

の
周
り
の
下
刈
り
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

主な大会結果

優勝（9競技）
ソフトテニス男子、卓球男子、
ラグビー、ライフル射撃、テ
ニス男子、ゲートボール男子、
ゴルフ、ターゲット・バード
ゴルフ男子 
準優勝
相撲、バウンドテニス男女、
ソフトテニス女子、ゲートボー
ル女子、ターゲット･バード
ゴルフ女子 
第3位
バレーボール男女、バドミン
トン男女、弓道男子、空手、
グラウンドゴルフ女子 

9
月
6
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
今
年

で
4
回
目
と
な
る
「
ふ
る
さ
と
・
こ
ど
も
ら
く

ご
会
w
i
t
h
彦
い
ち
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

落
語
家
の
林
家
彦
い
ち
師
匠
と
「
ざ
ぶ
と
ん

亭
風
流
企
画
」
の
馬
場
憲
一
さ
ん
の
指
導
を
受

け
、
練
習
に
励
ん
で
き
た
子
ど
も
た
ち
が
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
い
落
語
を
披
露
。
中
に
は
、

本
格
的
な
古
典
落
語
や
甲
州
弁
落
語
に
挑
戦
し

た
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
彦
い
ち
師
匠
の
爆
笑
落
語
も
あ
り
、

そ
の
面
白
さ
に
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
 

9
月
12
日
か
ら

20
日
ま
で
、
「
山

梨
県
体
育
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
、
笛

吹
市
は
、
夏
季
大

会
も
合
わ
せ
て
、

男
子
30
種
目
・
女

子
21
種
目
に
出
場

し
ま
し
た
。
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
・
卓
球
男
子
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃
で
は
大
会

5
連
覇
を
達
成
し
、
さ
ら
に
、
市
の
部
で
総
合

準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
 

ま
た
、
開
会
式
で
は
、
体
育
功
労
賞
な
ど
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
笛
吹
市
か
ら
は
「
酒
井
茂
一

さ
ん（
一
宮
町
）」
と
「
故
　
飯
島
東
洋
一
さ
ん（
春

日
居
町
）」
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

9
月
17
日
、

長
寿
者
を
お

祝
い
す
る
た

め
に
、
荻
野

市
長
ら
関
係

者
が
、
市
内

の
1
0
0
歳

以
上
の
方
を

慶
祝
訪
問
し

ま
し
た
。
 

長
寿
者
の

皆
さ
ん
に
は
、花
束
や
市
内
小
学
生
が
書
い
た
お

祝
い
の
手
紙
な
ど
が
贈
ら
れ
、
長
寿
の
秘
訣（
ひ

け
つ
）や
好
き
な
食
べ
物
な
ど
の
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
市
内
最
高
齢
者
は
、
1
0
7
歳
の
海
埜
つ
る

さ
ん（
石
和
町
）で
す
。
 

 

作品「おいしいデイケア」 

1カ月間かけて作品を完成させました 

9
月
4
日
か
ら

8
日
ま
で
、
甲
府

市
の
百
貨
店
で
山

梨
県
障
害
者
文
化

展
が
開
催
さ
れ
、

笛
吹
市
精
神
障
害

者
デ
イ
ケ
ア
の
皆

さ
ん
が
出
品
し
た
 

「
お
い
し
い
デ
イ

ケ
ア
」
が
、
「
工

芸
部
門
」
で
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

キ
ャ
ン
バ
ス
一
面
に
、
紙
粘
土
で
作
ら
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
が
彩
ら
れ
て
い
て
、
立
体

感
に
あ
ふ
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
県
立
ろ
う
学
校
小
学
部
の
須
田
康
矢

さ
ん（
御
坂
町
）が

描
い
た
絵
画
「
あ

り
が
と
う
　
と
り

た
ち
」
が
教
育
長

賞
を
、
県
立
か
え

で
支
援
学
校
高
等

部
の
佐
藤
紗
貴
人

さ
ん（
石
和
町
）が

描
い
た
絵
画
「
拳
」

が
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
 

 

男性最高齢者102歳の石原　太郎さん（御坂町） 



●
オ
カ
リ
ナ
お
は
な
し
会
 

11
月
12
日（
木
）午
前
11
時
か
ら
 

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

11
月
26
日（
木
）午
前
11
時
か
ら
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
 

11
月
5
日（
木
）・
19
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

11
月
7
日（
土
）・
14
日（
土
）・
21

日（
土
）・
28
日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

11
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

11
月
7
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
開
館
3
周
年
ス

ペ
シ
ャ
ル（
大
人
の
た
め
の
い
や

し
の
時
間
）
 

11
月
20
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

11
月
4
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

11
月
18
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

11
月
14
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

　
〜
お
は
な
し
会
〜
 

11
月
1
日
（
日
）・
8
日
（
日
）・
22

日（
日
）・
29
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

11
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

11
月
15
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

11
月
7
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
 

11
月
4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18

日（
水
）・
25
日（
木
） 

午
前
11
時
か
ら
 

 平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼

児
向
け
） 

11
月
10
日（
火
）・
17
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！
 
 

11
月
14
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

11
月
21
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

11
月
28
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

24
日（
火
）・
30
日（
月
） 

●
御
坂
図
書
館
 

4
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
30
日（
月
） 

●
一
宮
図
書
館
 

2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
30
日（
月
） 

●
八
代
図
書
館
 

2
日（
月
）・
3
日（
火
）・
9
日（
月
）・

16
日（
月
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
） 

●
境
川
図
書
室
 

1
日（
日
）・
3
日（
火
）・
8
日（
日
）・

15
日（
日
）・
22
日（
日
）・
23
日（
月
）・

29
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

2
日（
月
）・
4
日（
水
）・
9
日（
月
）・

16
日（
月
）・
24
日（
火
）・
30
日（
月
） 

図
書
館
休
館
日

11月

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

11
月
14
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

　保存期間を経過した雑誌・廃棄された一般図書・児童図書などが、100円で袋に詰め放題です。家
族そろってお出かけください。

一宮図書館　　　　　　■日時　11月　3日 （火）� 午前9時30分～午後4時30分
春日居ふるさと図書館　■日時　11月14日 （土）～15日（日）�午前10時～午後5時

山梨県立科学館天文ボランティアによる観望会山梨県立科学館天文ボランティアによる観望会山梨県立科学館天文ボランティアによる観望会
～2009年　世界天文年～　大人のための星空ウォッチング

　スペシャルおはなし会を開催します!!
赤ちゃんから大人まで楽しめます。

■日　時　11月3日 （火）午後2時から
■場　所　一宮図書館玄関前
■入場料　無料

　秋晴れの空の下、読み聞かせとオカリナのハー
モニーをお楽しみください。
　おいしいおいもも食べられますよ。

■日時　11月12日 （木）午前11時から　
■場所　石和図書館前広場
※雨天の場合は、26日（木）に延期します。その
場合は、通常のおはなし会になります。

～読書の秋・食欲の秋・芸術の秋
3つがそろいます!!～

　今年はガリレオ・ガリレイが望遠鏡で宇宙を観察してから400年の節目の年。また、日本天文学会
の創立から100年にあたる年でもあります。
　「ガリレオが夜空に向け、初めて宇宙の扉を開いたような・・・」そんな気分になれたらいいですね。
　冬の夜空は、より美しい星座や星雲・星団が楽しめます。

■日　時　12月8日 （火）　午後7時～8時30分　※悪天候の場合は中止になります。
■場　所　学びの杜みさか・御坂図書館
■定　員　30人（大人限定）
■参加費　無料
※参加ご希望の方は、事前にお申し込みが必要です。また、定員になり次第、締め切ります。
■申込先　御坂図書館　☎055 （263 ）0363

市立図書館各館で開催する11月のイベントをご紹介します。皆さん、ぜひお出かけください。



この印刷物は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆油インキを使用しています。 

●発　行　2009年11月1日　山梨県笛吹市役所 
●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地 

TEL 055-262-4111

笛吹市役所  本庁 
☎055（262）4111

　11月21日（土）から23日（月）の3日間にわたり、全国から音楽愛好家が集い音楽祭を開催します。 
　期間中は、絵画展・和太鼓演奏会・ロビーコンサート・アンサンブルコンサート・オーケストラ
コンサートなど多彩な催しが繰り広げられます。 

御坂支所 ☎055（262）2271　一宮支所　☎0553（47）1111　八代支所 ☎055（265）2111　 
境川支所 ☎055（266）2111　春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111 
 

H21.10.1現在 （　）は前月比 

人口●72,363人　（ +22） 

男　●35,015人　（ +24） 

女　●37,348人　（ -02） 

世帯●26,827世帯（ +17） 

▼慶祝訪問でご長寿の方 を々取材しまし
た。「敬老の日」には赤いチャンチャンコと

ずきんを贈ることがありますが、これは、長寿の祝いは数え年
61歳（満60歳）になる「還暦」から祝う習わしになっていて、「赤
ちゃんに還る（生まれ年の干支に還る）」という意味と「赤は
魔除けの色」とされていたことから贈られるそうです。おじいちゃ
ん、おばあちゃん、元気で長生きしてください。 
▼より親しまれる「広報ふえふき」を目指して、表紙の新しい
題字を募集します。内容は今月号10ページをご覧ください。
皆さんのご応募をお待ちしています。（Ｈ） 

編 集 後 記  

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

■日時 
　合唱： 
　曲目： 

11月21日（土）　開場 午後1時30分　開演 午後2時 
笛吹音楽祭邦楽合奏団 
春の海、荒城の月ほか 

■日時 
　指揮：- 
　曲目： 

11月23日（月）　開場 午後1時30分　開演 午後2時 
藤原義章　管弦楽：笛吹音楽祭オーケストラ 
ベートーヴェン交響曲第7番ほか 
〈合唱曲〉自然における神の栄光、 

アヴェ・ヴェルム・コルプスほか 

■日時 
■日時 
■日時 

11月21日（土）　午後5時 
11月22日（日）　正午・午後5時 
11月23日（月）　午後1時 
 

■日時 11月23日（月）　正午 

昨年のオーケストラコンサートより 

アンサンブルコンサート ロビーコンサート（入場無料） 
 

和太鼓演奏（入場無料） 
 
 

オーケストラコンサート 

D・A・T・A ・ FUEFUKI

■場　　所　スコレーセンター 
■入 場 料   （アンサンブルコンサートとオーケストラコンサートとのセット） 
　　　　　　大人　1,000円　 高校生以下　500円　（全席自由） 
■問合せ先　スコレーセンター　☎ 055（263）7959 
 






	表紙
	障害者福祉のご案内と市の予算
	市民ミーティング
	国民健康保険課の日曜窓口開設
	平成21年度笛吹市民講座「スコレー大学」3学期
	スコレー大学1〜10
	スコレー大学11〜20
	スコレー大学21〜30
	スコレー大学31〜36

	義足のハイジャンパー「鈴木徹」講演会
	「広報ふえふき」題字募集
	競争入札参加資格審査申請を1月受付
	中小企業者の皆さんへ
	笛吹市内のモノづくり企業No.6
	輝け笛吹の未来
	笛吹市探訪
	くらしの情報
	催し1
	催し2
	募集
	講座・教室1
	講座・教室2
	講座・教室3
	健康・福祉1
	健康・福祉2
	健康・福祉3
	健康・福祉4
	子育て
	生活・環境1
	生活・環境2
	相談1
	相談2
	お知らせ

	笛吹市環境NEWS!!
	釈迦堂遺跡博物館だより
	生涯学習コーディネーター通信
	ふえふきトピックス
	いざという時のための防災訓練
	子どもたちが森で下狩り作業を体験
	いつまでもお元気で
	市の部で総合準優勝
	楽しい落語で大笑い
	障害者文化展で入賞

	図書館インフォメーション
	11月のイベントご案内

	第3回笛吹音楽祭
	DATA FUEFUKI
	11月ふえふきカレンダー
	11月保健だより
	11月ごみ収集日



